
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は

　
認
知
症
の
人
や
、
そ
の
疑
い
の
あ
る

人
の
家
庭
を
訪
問
し
、
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
た
め
の
支

援
を
行
う
医
療
・
介
護
の
専
門
職
員
で

構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。

一
定
期
間
の
支
援
を
実
施

　
チ
ー
ム
構
成
員
で
あ
る
看
護
師
や
介

護
支
援
専
門
員
が
自
宅
を
訪
問
し
、
認

知
機
能
の
低
下
に
よ
る
生
活
上
の
問
題

点
を
確
認
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
生
活
環
境
の
改
善
や
ケ
ア

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
情
報
提
供

と
い
っ
た
支
援
を
一
定
期
間（
最
長
6

カ
月
）実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は

　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
市
内
在
住
の

40
歳
以
上
の
人
で
、
認
知
症
ま
た
は
そ

の
疑
い
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◦
認
知
症
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
、

ま
た
は
治
療
を
中
断
し
て
い
る

◦
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
利
用
を
中
断
し
て
い
る

◦
認
知
症
に
よ
る
症
状
が
強
く
、
家
族

が
対
応
に
困
っ
て
い
る

　
「
親
に
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
が
、

受
診
し
て
く
れ
な
い
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
良
い

か
分
か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
い
た
ら
、

チ
ー
ム
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
認
知
症
は
、
早
期
治
療
に
よ
り
改
善

が
期
待
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
適

切
な
治
療
に
向
け
た
支
援
を
受
け
る
た

め
に
も
、
初
期
段
階
の
う
ち
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
や
、
住
ん
で
い
る
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
成
田
・
公
津
地
区（
は
な
の
き
台
を

除
く
）…
西
部
南
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎
23
‐
7
1
5
1
）

◦
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
・
は
な
の
き
台

地
区
…
西
部
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
29
‐
5
0
0
5
）

◦
八
生
・
豊
住
地
区
…
西
部
北
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
押
畑
支
所（
☎

20
‐
3
6
5
5
）

◦
中
郷
・
久
住
・
遠
山
地
区
…
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
35
‐

6
0
8
1
）

◦
下
総
・
大
栄
地
区
…
東
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
80
‐
7
0
0
7
）

※
く
わ
し
く
は
介
護
保
険
課（
☎
20
‐

1
5
4
5
）へ
。

あ
な
た
と
家
族
を
サ
ポ
ー
ト

認
知
症
は
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」を
設
置
し
、

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

地域包括支援センター

認知症初期集中支援チーム

支 援 の 流 れ

本人、家族

専
門
医

医
療
・

介
護
の
専
門
職

連携 訪問・支援

相談
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